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地域共生社会への視座
• 重層的支援体制整備事業は、地域共生社会を実現

するための事業として法定化され、現在、全国で実施さ
れている。したがって、この事業を理解するにはまず「地
域共生社会」の意味内容が分からなければならない。

• 地域共生社会は文字通り、地域住民ひとり一人が人
間としての尊厳と価値を維持しながら、当該の地域社
会から取り残されることなく、「生活者」として包摂される
社会のことをいう。その理念は、まさに社会的包摂
（Social Inclusion）そのものである。

• しかしながら、地域共生社会の含意は、次のスライド
を見ても分かるように深い。それを理解するには、日本
社会の変化等について知っておく必要がある。 1



2



3



4



ただし、ソーシャルワーク
（相談支援）と、 ケアワー
ク（介護・養護等）は分けて
考えるべきである。

国（厚労省等）による地
域共生社会の論議では
ネット上のつながりについ
ては欠落している。
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＜参考＞持続可能性とはなにか
• 「持続可能性」とは、自然環境や社会、経済などが、将

来にわたって、現在の価値を失うことなく続くことを目指す
考え方で、英語では「Sustainability」といわれる。

• この言葉は、国連の「環境と開発に関する世界委員会」
がまとめた報告書「Our Common Future」（1987
年）の中のキーワード「Sustainable Development
（持続可能な開発）」によって注目されるようになった。

• 1992年に，リオデジャネイロ（ブラジル）において「国連
環境開発会議」（地球サミット）が開催され，環境分
野での国際的な取組みに関する「アジェンダ21」（行動
計画）が採択された。この会議には，182か国，その他
多数の国際機関，NGO代表などが参加している。 7



経済開発:
個々の企業や
経済全体が、
将来にわたっ
て社会に貢献
し、利益を出
して成⾧を続
けること

社会開発:
住宅や交通、
保健、医療、
衛生、社会福
祉、教育といっ
た社会サービス
を改良し、発
展させていくこと

環境保護:
脱炭素社会に向
けた取り組み、再
生可能エネルギー
の活用、水資源
の節約、海洋汚
染対策、森林の
保存など、現在の
地球環境を未来
に残していくこと

持続可能性
の３つの柱

調和のとれた、
持続可能な開発
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持続可能な開発とSDGs

SDGsと５つのP

SDGsの17のゴールは、
持続可能な開発という
視点から再構成すると、
左図の５つのPに集約
される。
なお、このすべての基盤
として平和（Peace）
が重要という視点は、
昨今の世界情勢を鑑
みると、きわめて重要で
ある。
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地域共生社会における対人支援
• 社会福祉の領域における対人支援は、これまで大別し

て①個別支援と②地域支援の２つで考えられてきた。
これは、アメリカで発達したソーシャルワーク論でいう①直
接援助と②間接援助の考え方に準じているといってよい。

• 戦後の社会福祉では、「対象者」に対する援助を、⾧
らく福祉事務所・児童相談所等における「ケースワーク」
と、施設内援助の枠組みで考えられてきた。しかし、地
域福祉が注目される時代になると、そうした枠組みは次
第に変化し、「利用者・当事者」へのコミュニティケアを
基盤とした「コミュニティワーク」（地域支援）に注目
が集まるようになった。また、そのなかで、人と人との“つ
ながり”が、社会のセーフティネットとして重視されるよう
になった。
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つながり続ける
ことの長所と短
所に注意！
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セーフティネットの論議で重要なのは、
①居場所と②つながりの２つである。

12



このようなプラットホームを構築する
上で、社協の役割・機能は大きいが、
この図では抜け落ちている。
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重層的支援体制整備とはなにか
• 日本社会の変化、社会福祉領域におけるニーズの変

化（＝高度化・多様化・複合化等）、それらに対する
対人支援（≒ソーシャルワーク）の方法・技術論の変
化、などを背景として、地域共生社会の実現が、福祉
政策の基軸となっている。そして、そのための事業として
考えられたのが「重層的支援体制整備事業」である。

• この事業は、①個別支援と②参加支援と③地域支援
の３相の支援事業によって構成されている。従来の支
援論では①と③はあったが、②参加支援を新たに加え
たところに、新しい視座が組み込まれているといってよい。

• ②参加支援は、たとえばひきこもり支援や、障害者の中
間就労（ケア付就労）などの事例が分かりやすい。 14
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まとめにかえて（小括）
ー 重層的支援体制整備事業の展望と課題 ー
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重層的支援体制整備事業の展望と課題
• 地域共生社会の理念や思想は、社会福祉の領域で⾧

らく語られてきたことの、ある意味“集大成”であるといって
もよい。1960年代の糸賀一雄らの実践＠近江学園、
琵琶湖学園から生み出された“この子らを世の光に”は、
まさに社会福祉関係者にとっての至言である。

• また、視野を世界に転じれば、1960年代のキング牧師
による公民権運動もまた、地域共生社会の実現に向け
た社会運動であったといってよい。しかし、その“夢”はまだ
実現していない。2020年のBlack Lives Matterの運
動は、その証左である。

• “言うは易く行うは難し”。地域共生社会も同様で、その
実現への道のりは決して平坦ではない。 24



• 重層的支援体制整備事業は、地域共生社会を実現す
るために有効な手段であると思われる。しかし、介護保険
制度の例を見ても分かるように、ひとつの制度が国民・市
民の間に根づくには10年単位の時間がかかる。

• その意味では、同事業もまた、これから⾧い時間をかけて、
地域に根づいていくのかもしれない。そして、そこで求めら
れるのは、同事業のプログラムの計画と評価ではないか
と考えられる。また、その評価では、利用者・当事者、事
業者、地域住民等による「参加型評価」を大事にしたい。

• 福祉の専門職に求められる役割・機能は、福祉を知らな
い地域住民等を上から教育して、地域の福祉資源とし
て活用あるいは動員することでなく、地域の問題を彼ら
と一緒に同じ目線で考えていくことである。支援者への
支援にもまた、「伴走型支援」が必要である。 25



マーティン・ルーサー・キング牧師
※「ワシントン大行進」での演説
（1963年8月28日）
・私には夢がある。いつの日か
ジョージアの赤土の丘で、昔は
奴隷だった人の子孫と、昔は奴
隷の主人だった人の子孫が、友
愛のテーブルを囲んで一緒に座
ることを、私は夢見る。
・私には夢がある。それは、私の
４人の子供たちがいつの日にか、
肌の色によってではなく、その人
間性によって判断される国に住
むであろうという夢である。 26



ジョン・F・ケネディ大統領
• アメリカ合衆国大統領（第35

代）の就任演説（1961年
1月20日）

• 「わが同胞であるアメリカ国民
よ、国が諸君のためになにが出
来るのかを問うのではなく、諸
君が国のためになにが出来る
のかを問うてほしい。……世界
の友人たちよ、アメリカが諸君
のためになにを為すかを問うの
ではなく、人類の自由のために
ともになにが出来るかを問うて
ほしい……」。 27
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＜注記＞

このパワーポイントのスライドは、
特段に（出典）が記載されていない
限り、厚生労働省のホームページ
（http://www.mhlw.go.jp/）から
の転載であることを最後にお断りして
おきたい。
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